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成果の概要  

パラジウム、白金、ロジウムなどの貴金属は高い活性を示す触媒として、工業的に広く用いられて

いる。しかしながら、これらの貴金属の価格は金と同等以上に高価であり、2050年までには現有埋蔵

量を使い切ると予想されていることから、貴金属触媒の効率的な回収・再利用方法の開発は喫緊の課

題である。 

本研究は、金属ナノクラスターと共役高分子の協調による革新的触媒・光電気機能材料開発を目的

とし、各種置換アセチレンの遷移金属触媒重合による、ポリアセチレンの精密合成、パラジウムナノ

クラスター触媒の担持と触媒活性の評価、さらには遷移金属を主鎖に有する共役高分子の焼成と触媒

活性の評価を実施した。具体的な成果は以下の通りである。 
 
1.各種置換アセチレンの遷移金属触媒重合 

フェニルアセチレンならびにその類縁体をロジウム錯体触媒で重合し、対応する置換ポリアセチレ

ンを良好な収率で合成した。さらに、トリフェニルビニル基を配位子に有するロジウム錯体触媒を用

いることでフェニルアセチレン誘導体モノマーをリビング重合させ、モノマーの消費を確認後、多官

能アセチレンモノマーを添加するミクロゲル化反応を実施し、溶媒可溶な星形ポリマーの合成に成功

した。 
 
2.置換ポリアセチレンへのパラジウムナノクラスターの配位と触媒活性の評価 

置換ポリアセチレンをパラジウムナノクラスターの DMF分散液に溶解させた後、DMFを留去して

得られた試料を透過型電子顕微鏡、X線光電子分光、X線散乱等で解析し、パラジウムナノクラスタ

ーが置換ポリアセチレンに配位していることを確認した。さらに、これを触媒に用いて、ヨードベン
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ゼンとスチレンの溝呂木—Heckカップリング反応を実施、スチルベンおよびその異性体が良好な収

率で生成することを確認した。 
 
3.白金錯体を主鎖に有するフェニレンエチニレン系高分子の合成および焼成と触媒機能の評価 

ジクロロ白金とジエチニルベンゼンとの脱塩酸カップリング縮合により、数平均分子量 2–6万の白

金錯体を主鎖に有するフェニレンエチニレンを合成しアルミナセル中、熱重量分析装置を用いて窒素

雰囲気下で室温から 900 °Cに昇温加熱して焼結体を調製した。これらを触媒に用いて、室温、酸素

雰囲気下、スチルベンのエポキシ化反応を実施し、生成したスチルベンオキシドの収率を NMRで定

量した。スチルベンオキシドの収率は溶媒に影響され、1、4-dioxane < CH2Cl2 < CH3CNの順とな

った。基質濃度が高いほど収率が高くなる傾向が認められた。触媒あるいはイソブチルアルデヒドを

用いなかった場合にはスチルベンオキシドは全く生成しなかった。 
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